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　Chopinの《前奏曲集》作品28は、24曲から成るピアノ曲集である。紀
要の紙数制約のため分割掲載をしてきており、これまで３回の論文※２で
合計16曲を取り上げた。今回は４曲を発表する。
Ⅲ　《前奏曲集》作品28より楽曲分析
　分析をするにあたり、記号の説明を書き示しておく。 
⑴どの和音のどの構成音も隣接音度へ一時的にゆれることがある。これ
を構成音の転位といい、上にゆれれば上方転位（上転）で と表し、
下にゆれれば下方転位（下転）で と表す。本来は 、 と表すのが
正式だが、ここでは構成音の番号は省略する。
⑵転位に対して、構成音の元の位置を定位という。定位も転位も構成音
の位相と捉えられる。
⑶ 、 は２次転位を表す。つまり上転の上転が 、下転の下転が で
ある。
⑷同一構成音の転位と定位（原位）の関係を示す１個の時間対は の
記号で表す。
⑸音階のどの音度も半音（増１度）上下にずれることがある。これを音
度の変位といい、上方変位（上変）を↑、下方変位（下変）を↓で表
す。変位に対して、音度の元の位置を正位という。正位も変位も音度
の位相と捉えられる。
⑹転位と変位が結びつくことがある。その場合、 は下転の上変、 は
上転の上変、 は下転の下転の上変、 は上転の上転の下変を表す。
※１分割掲載のため、重複する個所は省略したので、Ⅰはじめに　ⅡChopinのピア
ニズムについて　Ⅳ結び　については、初回の論文を参照されたい。
※２前回までの論文は『「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの《前奏曲集》作品28』
　楽曲構造とピアニズムの分析　 『白鷗大学論集』第26巻第２号,2012年３月
『白鷗大学論集』第27巻第２号,2013年３月
『白鷗大学論集』第28巻第２号,2014年３月
前回までに24曲中、第１、２、３、４、５、６、７、８、11、13、14、15、
16、18、19、21番の楽曲分析を行った。
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第９番　分析楽譜を載せる。
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　対応する３つのフレーズ a1 、a2 、a3 から成るわずか12小節の曲
である。異なる３つのリズム（複付点、付点、３連符）の使用、転調の畳
み掛けなどが魅力的である。
　最初に、テクスチャー分解譜を載せる。この曲のテクスチャーは、明確
に、旋律部M、和声部C、低音部Bの３層から成る。
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テクスチャー分解譜
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 　次に還元譜を載せる。
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　この曲における３種のリズムを見ると、和音部は一貫して３連符の伴奏
型 を刻む。旋律部は、主に２拍目に、時には４拍目に付点リズム
が置かれている。低音部には、主に４拍目に、時には２拍目に複付点リズ
ム が置かれて、第３、第４小節の４拍目にはトリル　　　も現れる。
　これら各声部に現れる３つのリズムのずれ（関係）　　　　は、一体何を
表してしているのか、という疑問が起こるが、コルトー【注１】は、全部付点
に統一して、複付点のリズムなしで演奏している。
　そこで、ショパン手稿譜ファクシミリを見てみると、付点音符のリズム
と３連符を区別せずに同時に押さえるよう に記されている。バロック
時代の記譜習慣を用いているため、ずれは生じない。しかし、複付点リズ
ムは、両手とも一度も３連符に同化せずに明確にずらして記している。
　ここに、ファクシミリと今回使用のパデレフスキー版楽譜を載せて、相
違点を明確にさせる。
　複付点リズムは両者に相違はない。
　手持ちの、幾人かのCDを聴いてみると、３種のリズムを正確に弾き分
けているピアニスト（アシュケナージ【注２】・アリゲリッチ【注３】・ルビンシュ
タイン【注４】）、手稿譜に即した解釈をするピアニスト（ポリーニ【注５】）、３
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連符のほかは、付点だけで一貫するピアニスト（コルトー）のようにさま
ざまである。
　数から見れば、３種のリズムを正確に弾き分けているピアニストが多い
ことから、これが標準エディションと思われるが、手稿譜と異なる標準エ
ディションとは、何なのだろうかという疑問も湧いてくる。エディション
の比較検討もいずれ取り組む所存である。
　大家たちの演奏からも、ショパン手稿譜からも、３種のリズム関係の決
定的解明が得られないとすれば、ショパンの意図はどこにあるかを、記譜
の問題とは異なる視点から解明することになる。
　そこで、注目したのは、低音の複付点リズムが全て弱拍に置かれている
点である。
　弱拍（偶数拍）は強拍（奇数拍）のようなアクセントを持たないので、
弱拍の付点リズムは、目立たない存在で力強い表現力を欠くとも考えられ
る。
　しかし、拍節アクセントの視点（強拍＞弱拍）から一転して、リズムグ
ループの視点（上拍＜下拍）へと見方を変えてみるとどうなるか。
　アクセントのない目立たない拍と取らず、弱拍を「アルシス【注６】」（arsis
上拍）、強拍を「テーシス【注６】」（thesis下拍）と捉えると、弱拍は、アウ
フタクト（auftaktつまりarsis上拍）として、次の強拍（thesis下拍）へ向
かっていく緊張 解決の関係として捉えられることになる。
　このリズムグループ形成の上
アルシス
拍と下
テーシス
拍の関係について島岡は次のように
記述している。
⑴　リズムグループ形成の基礎は上
アルシス
拍と下
テーシス
拍の関係にある。上拍→下拍は、歩行
における足の上げ→下ろしや、指揮における手の上げ→下ろしになぞらえられる。
両者の関係は、また跳躍→着地、スタート→ゴール、運動→休止、緊張→解消・・・・・
等、様々に表現しうる。これらは、リズムグループが１個の時間的な脈
パ ル ス
動、いわ
ば時間のゆれであることを表している。
⑵　リズムグループは上拍に始まり、下拍に終わる。上拍（アウフタクト）の起
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『時間構造論』の「音運動のリズム構造」より抜粋　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　以上を、冒頭４小節のリズムグループ分析に適用してみると次のように
なる。
　以上は最小レベルでのリズムグループの分析であるが、こうした小さい
リズムグループが何層にも畳み掛けて、より大きなリズムグループが形成
される。
　すなわち、a1 、a2 、a3 の各部ごとのリズムグループ、更に
a1 → a2 → a3 の全体をカバーする最大のリズムグループという具合
である。
a1（第１～４小節）
　このフレーズ全体は主調のE-durで書かれているが、第３～４小節に
点で運動がスタートしてゴール（下拍）へ向かう。この間、緊張は持続し高まっ
ていく。ゴール（下拍）に到達した瞬間に緊張は解け収束へ向かう。運動のゴー
ルである下拍の頭部（起点）はリズムグループの頂点であり、ここにリズムグルー
プのアクセントが置かれる。アクセント点に続く（次のリズムグループに至るま
での）収束部分はデジナンス（語尾）と呼ぶ。
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かけて、一時的にⅴ調を借用している（譜１）。主調の共通音型（　　　　
のリズム）で始まる。第２～３小節にかけて５度の滝が使われている。
　　（譜１）
 
　リズムグループは次のよう（ ）になる（譜２）。メロディーライン
は、音階進行でなだらかな山型を描いている。これに対して、低音ライ
ンは、鋭角的なジグザグの動きが目立つ。両外声の際立ったコントラス
トが面白い。
　　（譜２）
 
a2　（第５～８小節）
　主調の直後から転調の畳み掛けが始まる（譜３）。C-dur、F-dur、
d-moll、b-moll、As-durにまで達し、 −Ⅰで終始した直後、第４拍で、
突然主調に戻る。
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　　（譜３）
 
　メロディーラインは、音階進行の息長上行後に、急下行する（譜４）。
低音ラインは息長下行する。
　第８小節のffに向かって、両外声はcresc.と共に扇状に広がっていく。
第６小節からの左手はオクターブで盛り上がりに拍車をかけている。
　　（譜４）
 
a3　（第９～12小節）
　このフレーズも主調から始まり、E-dur→F-dur→g-mollと２度上行の
反復進行を続け、最後のg-mollをG-durに転旋して主調E-durの −Ⅰに
導き、全終止する（譜５）。
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　　（譜５）
 　ここは、やや不規則な２度上行反復進行が３小節にわたって続いた
後、最終終止に達する（譜６）。メロディーラインはゆるやかな音階上行
で主音に達し、低音はジグザグ的な反行型（ド↘ソ↗ド↗ファ）を３回
リピートして全終止に至る。
　複付点がメロディーラインに現れるのはa3 だけである。第12小節の
ffに向けて、突き上げるような激しさを感じる。
　　（譜６）
　全体区分図を載せる。
　a1 、a2 、a3 の各冒頭は、同じE-durのT−D−（T）から始まるが、
その後は、それぞれ異なったゆれ方をしている。
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　この曲は、リズムグループの効果、両外声のラインのコントラスト、
各部分の和声の扱いなどが、混然一体となって楽曲全体の流れや高揚感
を出している。３種類のリズムの違いは大きな問題にはならない。何故
なら、付点とアルシス・テーシスの、突き上げ、高揚感はどれをとって
も同じだからである。
【注１】　アルフレッド・コルトー（Alfred Cortot ・1877～1962）　20世紀前半のフ
ランスを代表するピアニスト・指揮者・教育者・著述家。
【注２】　ウラディーミル・アシュケナージ（Vladimir Ashkenazy・1937～）　ロシ
ア出身のピアニスト・指揮者。
【注３】　マルタ・アリゲリッチ（Martha Argerich・1941～）　アルゼンチンのブ
エノスアイレス出身のピアニスト。　　
【注４】　アルトゥール・ルビンシュタイン（Arthur Robinstein・1887～1982）　ポー
ランド出身のピアニスト。
【注５】　マウリツィオ・ポリーニ（Maurizio Polini・1942～）イタリアのミラノ出
身のピアニスト。
【注６】　アルシスとテーシス　　古代ギリシアの詩から派生した語で、アルシスは
〈上げ〉、テーシスは〈下げ〉を意味する。さらに転じて、アルシスは弱い
アクセントあるいは弱拍、テーシスは強いアクセントあるいは強拍を意味
するようになった。
『標準音楽辞典：36』
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第10番　分析楽譜を載せる。
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　きらきらと輝きながら真珠の玉が転げ落ち、それを受けた池は水しぶき
をあげる、そしてまた真珠の玉が転げ落ち・・・というような印象を受け
る曲である。
　最初にテクスチャー分解譜を載せる。
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a１　（第１～４小節）
　４小節１フレーズで書かれているが、前半２小節と後半２小節では機
能と性格が違うので分けて考えたい（譜１）。
　前半は、主調のcis-mollでⅠ− （T−S）を繰り返すカデンツである。
真ん中の旋律は、真珠がきらきら輝いて転げ落ちるような下行線を描い
ている。１拍ごとに が付けられている。最高音はショパン独特の
きらめきを表現している。
　アウフタクトは６連符（ ）で書かれているが、あとの旋律は
３連符と16分音符２つ（
3
）の組み合わせで書かれている。旋律
に付けられた はテンポが速くなればなる程、アクセントの様に聞
こえる。アウフタクト（転げ落ちる前）は、それを避けるために異なっ
たリズムで書いたのではないかと考える。
　後半の和音は Dであるが、ここに初めて出てくる は印象的である。
転げ落ちる真珠を受けて の池が水しぶきをあげるような描写である。
　第４小節にマズルカのリズム（　　　　）が出てくるが、第１拍の右
手と左手には付点（ ）と休符（ ）の違いが見られる。左手は同
音で書かれているために、休符を入れることにより付点リズムのはずみ
4 4 4
をつけたと考える。ここにはPed.の記号は書かれていない。
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　　（譜１）
a2　（第５～８小節）
　フレーズ前半はa1 と同様であるが、第６小節の最後のAis音は、フ
レーズ後半でⅴ調のgis-mollに転調するための経過音である（譜２）。
　後半 −Ⅰは全終止のように感じられるが、主調から見れば半終止で
ある。ⅴ調で書かれているのは、主調の から （次の 調a3 ）へ行く
のは逆進行があからさま過ぎるので、それを和らげるためと思われる。
それに二回とも同じ で半終止では、多彩さがなくなるためとも思われ
る。後半で調が変わっても旋律線はa1 と同様、変わらない。
　　（譜２）
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a3　（第９～12小節）
　第９小節で 調のfis-mollに転調する（譜３）。
　第10小節の２拍目のＴは、主調から見れば でＤ2である。これを第
11小節の３拍目のＤ2（cis：Ⅱ7）につなげて一体にするために、第10小
節の左手３拍目に の和音を入れず、休符にしたのではないかと考える。
この曲で唯一のＤ2である。
　第12小節で半終止する。a1 、a2 は主調なので、調レベルでの機能
はＴであるが、a3 は 調なのでＳである。
　　（譜３）
a4　（第13～18小節）
　主調で始まる（譜４）。後半は２回の終止（曲中、初めての主調全終止）
を強調するためか、２小節増えている。第16小節の２拍目で１度目の終
止、３拍目に偶成的に が出現するが、これは表情音のラを響かせたかっ
たためと考える。このラはＴのままなのか、 9の先取りなのか曖昧で
あるが、第18小節でGis音に解決する。第15～18小節の旋律線は、長い
波線の動きである。
　第18小節の１拍目のリズムは、両手一緒の書き方（ ）がされている
が、曲中ここだけである。休符で切ることによって、一呼吸して２度目
の終止を導きやすくしたと考える。
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　　（譜４）
　全体区分図を載せる。
　バロック・古典派はＴ−Ｄ−Ｔの機能が主軸であるが、この曲は、曲全
体が調レベルでの巨大カデンツＴ−Ｓ−Ｔ（ 調− 調− 調）で構成さ
れ、また４つのフレーズの前半がどれもがＴ−Ｓ−Ｔ（Ⅰ− −Ⅰ）のカデ
ンツから成るという、Ｓ主導の曲である。各部後半のＤとのコントラスト
も素晴らしい。小曲ながら、ロマン的情緒溢れる名曲である。
　次に構造図を載せる。
　
　最後に分割譜を載せる。
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第12番　分析楽譜を載せる。
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　この曲は、ショパンのプレリュード第16番・b-mollと同じギャロップ様
式であるが、曲想は異なる。16番はPresto con fuocoの表示から嵐の中を
疾駆する様子が想像できるが、この12番は表示のPrestoから、乗馬で山野
を旅する印象を受ける。
　右手の８分音符が２つずつ対になって書かれている音型を、ここでは「タ
ラタラ音型」と呼ぶ（譜１）。「タラタラ音型」の原譜の旋律を第１次還元
すると４分音符の上行半音階進行になる。
　この曲の左手は、和音そのもののバスと、ヘミオラやシンコペーション
などの独自のリズムを伴う運動声部としてのバスがあるが、ここでは後者
をバスと呼ぶ（譜２）。ヘミオラやシンコペーションなどの、ずれたリズム
で書かれていても分析記号は１拍目から付ける。
　最初に第１次還元譜を載せる。
　右手の「タラタラ音型」以外の音と、左手のバス以外の音は、和音とし
て扱う。
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次に、第２次還元譜を載せる。
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 第１部　（第１～４0小節）
Ａ　a1（第１～４小節）　a2（第５～８小節）　a′1（第９～12小節）
　gis-mollで書かれている（譜３）。a1のバスは、シンコペーションのリ
ズムであり、右手の旋律は「タラタラ音型」の上行半音階進行である。
馬で野原を走り出す時の喜びを、これらの技法で表現していると考える。
第４小節の転位（変位）音は、第３拍の裏拍のDis音（解決音）を指向する。
　a2の旋律は下行していてa1と対照する。バスは５、６小節がヘミオラ
で、第７、８小節でシンコペーションのリズムに戻る。第５～８小節の
バス（Fisis→Gis、Cis→Dis音）は、機能的にもつながりが良い。
　a′1の第９～10小節は、第１～２小節と同様であり、第11、12小節は、
調のH-durに転調するための移行部分である。第12小節の２拍目の裏
拍と３拍目の裏拍のCisis音は、エンハーモニックでＤ音と捉える。
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ｂ　（第13～20小節）
　 調のH-durに転調する（譜４）。第13～16小節のバスはヘミオラで、
Ⅰ− 7の反復後、第17小節でⅠに安定する。第17小節からはⅠ−◦
2
の反復後、第20小節の２拍目から− 調のh-mollに転調する。バスは第19
～20小節がヘミオラで加速している。右手も第18～20小節はヘミオラで
ある。ｂは和音の繰り返し（Ⅰ2− 7、Ⅰ−◦ ）で構成されている。
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復帰過程　（第21～40小節）
　h-mollで始まり、第23小節でa-moll【注１】に転調、第27小節でG-durに転
調する（譜５）。これらは経過的転調である。
　バスは、第21～28小節がシンコペーションである。
　第29～34小節はe-moll、第35～36はE-durに転調するが、第36小節の
３拍目のE-durの 7は、dis-mollの増６（ 29 ）に異名同音転換してⅠ
2
に到達する（譜６）。第29～32小節はＴ−Ｄ2−Ｄ−Ｔの進行を繰り返す。
第33小節からは第37小節のffを目指してcresc.が付けられ高揚していく
が、右手はその間ヘミオラである（左手は第33、34小節のみ）。第35～
36小節のバスはＨ音で止まっている。
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　第37小節でdis-mollのⅠ2に到達した箇所には、ショパンが書き落とし
たと思われる（ff）が書かれ（手稿譜には書かれていない）、最高の盛り上
がりを見せる（譜７）。第39～40小節で旋律はディミヌエンドと共に下行
して、第40小節の２拍目で主調のgis-mollに戻り、再現 Ａ を導く。
　第37～38小節の右手は、ⅴ音の響きが際立つ。第40小節の２、３拍目
のアルトのＥ音は、第９音なので９＝１と捉えて転位記号を付けた。３
拍目のソプラノのＨ音は解決しない上方転位である。
　多くの転調、クレッシェンドの後のff、両手のヘミオラ、ⅴ音の響き
の際立ちから、変化に富んだ景色の中で乗馬を堪能する姿を想像する。
 第２部　（第41～81小節）
再現 Ａ　a1（第41～44小節）　a2（第45～48小節）　a′′1（第49～52小節）
　主調に戻りa1、a2は第１～８小節と同様である（譜３参照）。a′′1は主
調のままバスはシンコペーションで下行音階、「タラタラ音型」は上行
半音階進行、クレッシェンドをかけながら拡散して第53小節でＤ2に到
達する（譜８）。
ｃ　（第53～64小節）
　第53～63小節までは長いＤ2が続き、それがＤ→Ｔと解決してCodaに
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導く（譜９）。ｃは大終止を作っている。長いＤ2には 7→Ⅱ7の和音が使
われ、緊張を持続させている。第54と56小節のⅠ2はＤではなく、 7の
ゆれとみなす。ヘミオラが右手から左手にバトンタッチされて第57～62
小節まで続く。
 Coda　（第65～81小節）
　Codaの前半（第65～73小節）は、Ｄ2−Ｄ−Ｔの繰り返しである（譜10）。
その間、第69小節1拍目で１回目の終止、第73小節で２回目の終止である。
それぞれの終止部分には経過的な 調やナポリ調が使われている。
　第74 ～ 81小節は 7−Ⅰ（D−T）の畳み掛けである（譜11）。
　第76小節から、ソプラノのラインは属音Dis（解決音）を中心にして、
１回目Ｅ
ラ
→D
ソ
is、２回目F
シ
is→Ｅ
ラ
→D
ソ
is、３回目G
ド
is→F
シ
is→Ｅ
ラ
→D
ソ
isとゆれ
幅をだんだん大きくしていく。↘ソに落ちるところは１、２回目とも１
拍目だが、３回目は字余り的に２拍目に来る。それをうまく利用して、
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すぐにバスのソドに落ち着く。
　本来なら、第79小節の右手の２拍目Gis音は、和音の定位音であるの
で転位記号は不要の筈であるが、この場合は終止に向かっての高揚感を
出すために、転位音→二重転位音→三重転位音と分析した。
　バスに、旋律の反行形になる音（〇印で囲んである）を補って考えて
みると、高揚感が分かり易くなるので記入してみた。第77、79小節はⅠ
には行くが、ドミナント感が強く が続いている感じがする。第79小節
の２拍目Gis音は不協和音になり、高揚感が感じられる。
　３回の畳み掛けは旅を名残惜しむ様子の描写と考える。
次に区分図を載せる。
　この曲は二部構成だが、調と和声の構成はソナタ形式に対応している。
けれども、この曲には明確なテーマが欠けるのでソナタ形式ではない。
【注１】　パデレフスキー版ではA-durで書かれている。調性感覚の観点から第23小
節のCis音にナチュラルを付けてa-mollで捉えることにした。一般には、dur
の からmollのⅠへの進行はあり得ない（この逆でmollの からdurのⅠは
ピカルディ終止である）。コルトー版や、ウィーン原典版等もa-mollで書かれ
ている。
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次に、バスと旋律ラインの図を載せる。
　ヘミオラやシンコペーションなどの独自のリズムを伴う運動声部として
のバスを取り出し、その上に、旋律ラインの大小の起伏を書き込んだ。和
声、アゴーギク、ダイナミックの盛り上がりとも対応する。
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 　最後に分割譜を載せる。
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第17番　分析楽譜を載せる。
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　優雅で美しい曲である。最初にテクスチャー分解譜と還元譜を兼ねた譜
面を載せる。
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　この曲は５部のロンド形式（ABACA）で書かれている。散歩を題材と
した物語の５つのシーンを、これに合わせて見取り図を描き、区分図、調
関係と対応させてみた。
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〔前奏〕（第１～２小節）　と　〔後奏〕（第88～90小節）
　この曲は終始８分音符のリズムが刻まれている。歩行（速足）のリズム
のようにも感じられる。　
　〔前奏〕（譜１）と〔後奏〕（譜２）は作りが似ていて、額縁のような役割
を果たして曲の前後を際立たせている。
　〔前奏〕の第１～２小節は長いアウフタクトのようであり、As-durの
Ⅰ2から始まるので機能はＤである。一方、〔後奏〕は終止のⅠなので機
能はＴである。別れを惜しんで手を振っているようなゆれがある。
　　（譜１）　　　　　　　　　　　　　　（譜２）
 　　　　　　
Ａ　  a1（第３～10小節）　 a2（第11～18小節）　
　a1　（第３～10小節）
　８小節１フレーズの旋律は、２小節ずつの相似音型を畳み掛けて作
られており、第10小節で半終止する（譜３）。各２小節の小さな旋律線
と、８小節での大きな山型の旋律線が描ける。
　第３～４小節のバスは、ソ→ドと動くので、第４小節の 7の機能
はＴで捉える。このＴは、安定和音ではないが、ドミナントの解決和
音としての役割を果たす。
　ここでは第６～７小節の 7→ → 7の をゆれと捉えて分析した
が、第５～６小節の → 7→ の 7をゆれと捉えることも出来る。
どちらで分析しても 7→ の進行があるので違和感がある。
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　a2　（第11～18小節）
　a1 と a2 は、半終止か全終止かが異なるだけで、曲の作りは同様
である（譜４）。Ａで合計８回出てくる馴染み深い小音型の繰り返し 
は、自宅付近の見慣れた風景を散歩する描写と想像する。
Ｂ　  b1 （第19～27小節）　b2（第28～34小節）
　b1　（第19～27小節） 
　第19小節から、２小節ごとにA-dur、cis-moll、E-durに転調する（譜
５）。ここは反復進行で、第20、22小節の６拍目にそれぞれ増６（cis：
2
7）、（Ｅ： 27）が用いられて転調している。旋律は谷型で、フレー
ズの最後が６度で飛び上がるのが特徴である。これに対して半音でせ
り上がっていく第20、22小節の内声の動きは効果的である。
　第24小節からは増5−6（ 29）、増3−4（ 27）の和音を用いてgis-moll、
fis-moll、E-durと１小節ずつ転調を繰り返し、第27小節で全終止する。
低音は半音下行、旋律は尻取り反復である。
　第19～24小節は２小節ごとのリピート（上行）であるが、第24～25小
節は１小節ごとのリピート（下行）なので、ここにアゴーギク（加速）【注３】
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が見られる。大きい旋律線は第24小節を頂点に山型を描いている。
　Ａの主調での相似音型の畳み掛けに対して、転調や反復などで、新
鮮味あふれる隣町の散歩風景を対照的に描いている。
 b2　（第28～34小節）
　b1 の細かく転調するフレーズに対して、b2 はE-durで◦ −Ⅰを反
復した後、第33小節で主調のAs-durに転調するだけである（譜６）。旋
律は b1 の尻取りが使われるが、旋律線は起伏なしのほぼ水平である。
歩き疲れて家に戻る情景を想像する。
　第33小節は、前の小節のバスＥ音をエンハーモニックでFes音と読み
替えてAs-durの◦ 7と分析する。第34小節の１拍目のバスは掛留であり、
Fes音、 Ｅ音のどちらで捉えても良い。２拍目でＦ音に解決して下行
する。
Ａ　  a1（第35～42小節）
　冒頭のＡとは異なり a1 だけの構成で、第42小節の半終止の後、Ｃ
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に進む。昼食を早めに切り上げて、午後から再出発と想像する。
　バスはオクターブで、オーケストレーション的な厚みを増している。
ffで記されていて、曲中、一番の盛り上がる個所である。昼で町が賑
わっている描写と想像する。
Ｃ　  c1（第43～50小節）　c2（第51～57小節）　b2（第58～64小節）
　c1　（第43～50小節）
　４小節１フレーズで、２度上行の反復進行で書かれている（譜８）。
第43小節でE-dur、第47小節でFis-durに転調する。各後半の旋律ライ
ンは上行して広がりを持つが、その旋律と対話をするような、第44、
48小節の内声の下行音階や、第46、50小節のバスの半音下行音階は魅
力的である。　　　　　　
　c2　（第51～57小節）
　第51～53小節はディミヌエンドを伴って、 17−ⅠでE-dur、Es-dur、
D-durと、下行反復進行をする（譜９）。c1 では４小節単位の転調だが、
c2 では１小節単位の転調なので、ここにもアゴーギク（加速）が見られる。
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　第54小節はfis-moll、第６拍目でEs-durに、各異名同音の増６を用
いて転調する。第54小節はアルトとバスが半音階で反行しながらク
レッシェンドで盛り上げてfを導く。その後、減速して全終止で収まる。
　b2　（第58～64小節）
　b2 はここではEs-durで書かれている（譜10）。第61小節から４小節
間、動きが留まっているが、ⅴ調のⅠが主調の （As: ）に機能転
換して、最後のＡを導く。ＣはＢとは異なる別の町の、夕風そよぐ頃
の散歩風景である。b2 からは家路につく情景を想像する。
Ａ　  a1（第65～72小節）　a2（第73～80小節）　
　Ａの全体が 保上にある。だからＡでこの曲は、すでに終結安定（大
きなＴ）に到達している。従って、以下の和声分析も、全て上部和声に
関する説明である。
　a1　（第65～72小節）
　ppでsotto voceは、夕暮れに霞みゆく遠景の表現、バスのsfの付いた
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As音は鐘の表現と考える（譜11）。この強弱のコントラストは大切で
ある。鐘は２小節ごとに鳴り響いて第72小節で半終止（ 保上なので
大きくいえばＴのままであるが、保上の上部和声は 半 ）する。
　保続音を取り除いた場合の機能を２段目下に記入した。
　a2　（第73～83小節）
　前述した a2（第18小節）は、全終止であったが、ここでは（第80小節）
不十分終止である（譜12）。これは、Coda に繋げるための引き延ばし
と考える。第81小節からは b2 の尻取り旋律を利用した引き延ばし
反復で、晩鐘は間遠になる。
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　Coda　（84～90小節） 
　第84～89小節までPerdendosiが記入されている。夕闇に霞んでいく
中、教会の晩鐘がさらに間遠になる。夜も深まり、夜半（12点鐘）間
近の11回目の鐘が鳴り響く（譜13）。
　　　（譜13）
　各部分は必ずしも同じ長さではないがABACAのロンド形式である。
　この曲の旋律には相似形の反復や、反復進行、アゴーギクの効果が見ら
れる。旋律の大小のラインの起伏に注目すると共に、内声や低音の隠れた
ラインが曲を盛り上げていることにも注目したい。また、異名同音の増６
を使った転調が多い。ショパンのピアニズムの魅力がふんだんに盛り込ま
れている。
　最後に分割譜を載せる。
【注１】　第22小節の増6のバスはＣ音であるはずだが、ピアノの譜面には実際には
書かれていないので、バスにＣ音を補って考えた。294㌻のテクスチャー
を兼ねた還元譜を参照。
【注２】　第34小節のバスは、第31小節から続いているＥ音をエンハーモニックで
Fes音として考えた。295㌻のテクスチャーを兼ねた還元譜を参照。
【注３】　アゴーギクとは、音楽の構造そのものから自然に生まれてくる流れの変化
（加速、減速）のことをいう。
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